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論文内容の要旨
〔目的〕
リンパ管の体液循環における重要性については古くから多大の関心が寄せられているが，研究方法
の困難があって必らずしも満足な成果が得られていないようである。リンパ管は代謝産物の輸送と言
う重要な機能を有している他にリンパ液には多くの白血球，主としてリンパ球が含まれている事から
白血球の体内移動に不可欠の役割を演じている事は疑いない。著者は中心リンパ管としての胸管内の
白血球の種類とその起源ならびにその病態時における反応態度を知る目的で，特に胸管内のいわゆる
塩基性大型細胞の動向に注目，次の実験を行なった。
〔方法〕
1 :病原性黄色ブドウ球菌 (Staphylococcus aurel.S KA TO ; Coagulase (+)，溶血素および色素
産生陽性)を TSB 培地37 0C 24時間培養後，さらに24時間室温に放置した培養液 lmljkg を boui11on
に混じ腹腔内に注入して48時間後 (S 群)
n :無菌寒天0.3労液 20mljkg 腹腔内注入48時間後 (AG 群)
ill: 四塩化炭素 2mljkg をオリープ油 6ml に溶かし大腿部筋注48時間後 (C 群)
N : Vaccinia 1. H. D. Virus (G+, HA-) 培養液2.25cc腹壁 4 ケ所皮内注射後 7 日 (V群)
以上の各処置を成熟家兎に施こした口胸管液は静肱角において胸管内へ polyethylentube を挿入，
流出せしめ， リンパ液を採取し，塗沫標本を作製， Giemsa 染色の他適宜超生体染色， peroxidase 反
応を施乙した。屠殺後，腸間膜，肝門，頚部，服寓の各リンパ節および肝，牌，肺，腸，胸，腺，骨
髄，大網の各組織につき， H. E 染色標本を作製した。
さらに autoradiography および電顕学的観察を Sprague-Dow ley 系ラツテにより，無処置および
ブドウ球菌注入群について行なった。すなわち 3H-thymidine， l，ucjg 静注後 2 時間の胸管内細胞，
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リンパ節捺印標本，上記各臓器の autoradiography を作製し， リンパ球系細胞の標識率を算定した。
電顕学的観察は glutaraldehyde 液前固定を行ない， OS04 液で後固定した後， Epon 812 に包理し
た胸管内細胞について行なった。
1) 何れの実験群にも大，中型好塩基性細胞はその百分率が有意に増加し，特に化膿性腹膜災群.で
はその増加が高度であり，その他細胞質に空胞の多い組織球様細胞がかなり認められた。しかし典型
的な形質細胞は認めていない口
2) 組織学的には各実験群共，大型好塩基性細胞が髄索， ì同胞辺緑部に増殖し，洞内に集笈して，
輸出リンパ管に流入しているのが観察された。これらの現象は化膿性腹膜災群において最も著明であ
った。 S 群では大網に小膿療が多発し， AG 群では異物性肉芽腫が認められ， リンパ洞内に大貧食細
胞が増生するのを見た。 C群では肝の中心性壊死ならびに肝門リンパ節の炎症性細胞浸潤が認められ
た。 V群では全身各リンパ節の芽中心の形成が顕著であった。
3) autoradiography 所見全胸管内リンパ球の原識率の増加は実験群で著明でないが，大，中型細
胞の標識率は有意に高く，殊に腸間膜リンパ節の捺印標本は実験群では対照群よりも，又他の諸リン
パ節よりも高い事が認められた。組織学的には標識細胞は主として胸管内細胞と同様に，好塩基性の
強い大型細胞であり，髄索，炉胞辺緑部に密集して，それらが洞より，輸出リンパ管や大リンパ管に
流入しているのが認められた口芽中心の細胞の gram 数はむしろ低かった。
4) 電顕学的観察:胸管内大型塩基性細胞は豊富な ribosome 頼粒と共に，細く長く伸びた粗面小
胞体がよく発達しているが，形質細胞に見られる様な層状配列は示していない。又実験群と対照群と
の聞に質的な差違はなく，好塩基性大，中型細胞の著増が認められるに過ぎなかった口
〔総括〉
察兎およびラッテに頚部静肱角において胸管 drainage を行ない，胸管内細胞を健常対照群および
細菌性炎症，無菌的異物刺戟， Virus 接種，臓器壊死等の病態下において比較検討ーし，同時に体内各
部リンパ節，臓器の組織標本を検索し，その起源を追求した。
1) 実験群の胸管内には塩基性大型細胞が有意に増加し，特に化膿性腹膜炎群に著しい口
2) 組織学的には各実験群共腸間膜リンパ節において大型好塩基性細胞が髄索，洞内に増殖し， リ
ンパ管内へ流入する。
3) 3H-thymidine によって胸管内では，乙れらの細胞は高率に標識され，腸間膜リンパ節で、は他
の部分のリンパ節に比し，乙れらの細胞が密に増殖する。
4) 組織学的には乙れらの標識細胞は芽中心よりも ， ì戸胞辺緑部，髄索に強く増生し，洞よりリン
パ管に流出する事が確認された。
以上の結果，病的条件下で胸管内に増殖する大型塩基性細胞は腹膜以外の病変によっても主として
腸間膜リンパ節における同型細胞の増殖に由来する事が明らかである。
5) 電顕学的に胸管内大型塩基性細胞は長く伸びた粗面小胞体を有するが，形質細胞とは明らかに
異なる口
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論文の審査結果の要旨
胸管リンパ球は炎症，臓器壊死，ウイルス接種等により変化し，大，中型好塩基性細胞が百分率に
於て増加してくるが， この起源を追究するために上記病態時に於ける胸管痩により， 3H -thymidine 
によるオートグラフ，電顕等でその細胞の性格と動態を検索し，組織標本によりそれらが腸間膜リン
パ節よりリンパ管に流入して来ることを確めた。
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